
いしかわ生活工芸ミュージアム企画展 

アナログとデジタルの往来から生まれるテキスタイルアート 

―金沢表具で仕立てた屏風と掛軸を中心として― 

取材のお願い 

いしかわ生活工芸ミュージアムでは、テキスタイルの先端技法で新しいアート表現を追求し続ける大

高亨氏の作品展「アナログとデジタルの往来から生まれるテキスタイルアート―金沢表具で仕立てた屛

風と掛軸を中心として―」を開催致します。大高亨氏は、金沢美術工芸大学で教鞭をとりながらデジタル

アート織物の絵画的表現からインスタレーション、近年はデジタルインクジェットプリントやデジタル

刺繍まで、テキスタイルデジタル機器の研究を重ねています。この度の企画展ではデジタル技術のテキ

スタイルアートと石川県の稀少伝統的工芸品でもある金沢表具が融合して唯一無二のカタチを生み出し

ました。厚みや凹凸の変化のある織物を表装できたのは、歴史と伝統が培った豊富な経験と知識、さらに

技術を持ち合わせた金沢表具の職人ならではです。今後の新しい工芸分野を切り開く足がかりになるの

ではと思います。ご来館の皆様にはテキスタイルの細かなデイテールや繊細な表現に着目し、テキスタ

イルアートを身近な生活空間の中に取り入れて楽しんでもらえるきっかけ作りになればと考えます。是

非取材して頂きますようお願い致します。 

 

◇タイトル：アナログとデジタルの往来から生まれるテキスタイルアート―金沢表具で仕立てた屏風と

掛軸を中心として― 

◇内容紹介：デジタル技術のテキスタイルを金沢表具で屏風や掛軸に仕立ててお見せします。 

◇出 展 者：大高 亨、金沢美術表装協同組合（金沢表具） 

◇協  力：中川産業株式会社 

◇会  期：令和３年１月 29 日（金）～令和３年３月 22 日（月） ※毎週木曜日休館 

9:00～17:00（最終日は 15:00 終了） 

◇会  場：１F ギャラリー 

◇入  場：無料 

◇ワークショップ：「描いたイラストでオリジナル刺繍ハンカチを作ろう」 

日時 令和３年 3 月 7 日（日） 10:00～12:00、13:00～16:00（所要時間約 40 分） 

料金 2500 円 講師 中川産業株式会社 

ご予約は℡076-262-2020 いしかわ生活工芸ミュージアムまで 

 

〈問い合わせ及び取材申し込み先〉 

いしかわ生活工芸ミュージアム（石川県立伝統産業工芸館） 

金沢市兼六町 1-1 ℡076-262-2020 

http://www.ishikawa-densankan.jp     指定管理者 ナカダ・クラフトプロジェクト 

広報担当 E-mail：info@ishikawa-densankan.jp 

令和３年１月２７日 

（ 事 務 担 当 ） 

 伝統産業振興室 加藤    

TEL:076-225-1526（内 4489） 



□企画展「アナログとデジタルの往来から生まれるテキスタイルアート」フォト 

 

                                                                                                    






